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はじめに

本稿は、 ジャウィ表記のマレ 一 語をロ ー マ字表記に変換するための法則を整理したもので
あり、 また、 それに練習問題と解答・解説を添えることによってジャウィ文書の読み方の
独習用教材としても使えることを目指したものである。

ジャウィは、 かつてマレ 一 語を書き記すのに用いられていた主要な文字であった。 また、
近年ではマレ ー ・ イスラム圏の各地でその価値を見直す動きが登場している。 このように
ジャウィ文書はマレ ー ・ イスラム固に閲する文献資事！として重要なものの1つであると言え
るが、 それにもかかわらず、 これまでジャウィ文書は研究に積極的に利用されてこなかっ
た。 それは、 特に近現代史では利用可能なロ ー マ字表記マレ 一 語の資料が多いことに加え、
多様な住民を包摂する社会のあり方を検討する方向に研究が向かい、 そのため特定の宗教
との結びつきが強いジャウィ文書は資料として利用価値が低いと判断されたためではない
かと推測される。 しかしその 一 方で、 ジャウィの表記法についての解説書が手に入りにく
いという要因があったことも否定できないであろう。 ジャウィ表記について英語やマレ ー

語で書かれた解説書はいくつかあるが、 それらは体系的であるよりも網羅的であることに
重きを置いたジャウイ表記とロ ー マ字表記の対照表であったり、 読者にアラビア語の知識
があることを前提にジャウィ表記マレ 一 語の正書法を教えることを目的としたものであっ
たりするため、 いずれもジャウイの読み方を ー から体系的に習得したい学習者には不向き
である。 本稿は、 それらの解説替を参考にしてジャウイの表記法を整理し、 アラピア語の
知識を持たない読者にも理解できるような記述を試みたものである。

ジャウィは、 マレ ー ・ イスラム固において国籍や民族性による妨げを受けずに広く使用さ
れたこと、 また、 ロ ー マ字表記と併用されたためもあって政治権力が表記の標準化を強く
進めなかったことから、 時代や地域や書き手によって表記法がさまざまに異なるという特
徴がある。 そう考えるならば、 多様なジャウイの表記法をすべて記述するのは不可能であ
るだけでなく、 ジャウイの表記法をただl通りに定まるものとして扱おうとすることこそが
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ジャウィを扱う上で最も適切でない態度であると言えるかもしれない。 しかし、 それにも
かかわらず、 特定の時代に特定の地域で比較的広く用いられていたジャウィ表記の法則を
整理し記述することは、 それと異なる時代や地域におけるジャウィ表記と比較検討する際
の参考資料を提供するという点でも意味があるはずである。 そのため、 本稿では、 専門家
たちによってジャウィ表記の標準化の試みが積極的に提唱され、 それが出版物を通じて広
〈知られていた20世紀のマレ ー シア地域 l』を中心に、 定期刊行物などで多く用いられていた

表記法を取り上げる。 ジャウィ表記の法則を記述することに対する前述のような問題を含
め、 本稿には今後さらに検討・改善すべき点も多々あると思われるが、 ジャウィ表記の体
系的な研究に向けた試みのlつとして本稿を世に問うことには意味があるものと考える 21 。

I 文字と表記の基礎

l. アラビア文字とジャウィ文字
ジャウィとは、 アラビア文字、 およびマレ 一 語を表記するためにその 一 部を改変したもの

（以下ではこれらの文字を総称して「ジャウィ文字jと呼ぶ）を用いたマレ 一 語の表記法で
ある九したがって、 アラピア文字が認識できないとジャウィ文書を読むことができない。
個々のジャウィ文字とロ ー マ字の対応について詳しく取り上げることは本稿の本来の目的
ではないが、 アラピア語の未習者でもジャウィ文書は読めるとの立場から、 この項では
個々のジャウイ文字をロ ー マ字に置き換えるために必要な知識を 一 通り説明する 。 アラピ
ア文字に閲するより厳密な解説については、 本号の束長論文や市販のアラピア詩の入門位
等を参照されたい。

アラピア文字には、
① 右から左に向けて寄’かれる
② 前後の繋がり方によって形が変わる

という2つの特慣があり、 さらにジャウィ文字には、
① アラビア語では使わない文字をいくつか用いる

という特徴がある。 ここで重要なのは②で、 アラビア文字はほとんどの文字が「核Jの部
分と「飾りJの部分から成っており、 文字が前後に繋がるときには文字の核の部分だけ官
かれ、 飾りの音15分は（単独で書くときなど）後ろに文字が繋がらないときにのみ添えられ
る 。 アラビア語の教本なとε に載っているアラピア文字一 覧は、 多くの場合、 単独で書くと
きの形を並べたものである 。 そのため、 一覧にある文字の形を覚えただけでは文字が前後
に繋がった中で個々の文字を認識することができない。 そこで、 以下ではジャウィ文字を
核だけ取り出し、 形の上からいくつかに分けて説明する 。

(1）横線の上下に点がある文字
biniという単語を考える。lつlつの文字を見ると、 アラビア文字では

y (b）、 � (i）、 。（n）、 必 (i) 

となり、 これを右から左に並べると、

ι5υι五 」J

となる 。 しかし実際にアラビア文字を書くときにはこうはならず、

l.S守J
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と つ な げて 砦 く 。
こ こ で 重要 な の は 「横 線 の 上 下 に 点 が い く つ あ る かj で あ り 、 下 に 1 つ な ら b 、 下 に 2

つ な ら i 、 ょ に l つ な ら n 、 （ さ ら に 、 こ こ で は 挙 げ ら れて い な いが 、 上 に 2 つ な ら t） と な っ
て い る 。 し た が っ て 、 こ れ を 多 少変形 し て

＿，』......＿白ーJ

と 皆： い て も bini と 読 ま せ る こ と がで き る 。 こ の よ う に 、 ア ラ ビ ア 文字 で は 横線 の 形 に 大
き な 意味 は な く 、 そ れ が ま っ す ぐ な 横 一 線 で あ っ て も 多 少 上下 に う ね っ て い て も 文字 を
認識す る 上 で 速 い は な い と 考 え て よ し 、 。 単詩の始 ま り か ら 終 わ り ま で、 右 か ら 左 へ一室長
の横線があ る と き 、 文 字 と 文字を 区 切 る た め の 波状 の 起伏 に 注 意 し な が ら 、 横 線 の 上 下
に 点 がそ れぞれ い く つ あ る か に よ っ て 文字 を 認識す る 。

(2） 図 案 の 上 下 に 点 があ る 文字
ア ラ ピ ア 文字 を 認散す る 上で横線 の 形 に は 意味 が な く 、 上 下 に う ね っ て も そ れ 自 体 は

文字 と し て 認識 し な い と t で書 い た が、 「 う ね り 方」 がい く つ か特定の 図 案 に な る と 文字
と し て意味 を 持つ よ う に な る 。 例 え ば、

の 矢 印 で 示 し た 部分 がそ れ ぞれ個 別 の 文 字 で あ る 。 こ の こ と は 逆 に 、 こ れ ら の い く つ か
の 図 案 と 一 致 し て い な け れ ば、 横 線 が どの よ う な 「 う ね り 方J を し て も 個 別 の 文字 と し
て み な さ な い と い う こ とで も あ る 。

ま た 、 こ れ ら の 文字 は、 上 F に 点 がつ く と そ れぞれ 別 の 文字 を 表 わ す 。 例 え ば、

J』 （h ） 、 .：，：... (kh ） 、 .：＞；－ (j ） 、 今 （c)

の よ う に な る 。
し た が っ て 、 ア ラ ピ ア 文字 を ロ ー マ 字 に 置 き 換 え る た め に は 、 横線 に 現 わ れ る 「 う ね

り 方」 の 特 定 の 図 案 を 認識 し 、 そ の 図 案 の 上 下 に 点 がい く つ あ る と ロ ー マ 字 で どの 文字
に 当 た る か を 知 ら な ければな ら な い 。 こ の 観 点 か ら ジ ヤ ウ イ 文字 を 整理 し た も の を 「特
徴 に よ る ジ ャ ウ イ 文字一 覧j と し て 付録 に 掲 げて お い た の で 、 個 々 の ジ ヤ ウ イ 文字 と ロ ー

マ 字 と の 対 照 に つ い て は そ ち ら を 参照 し て い た だ き た い。 （ な お 、 図 案 ご と に 名 前 を つ け
て お く と 覚 え や す い た め 、 付 録 で は 参考 と し て 筆者の つ け た 名 前 を 挙 げて お い た 。 ）

(3 ） 後 ろ に 繋 が ら な い 文字
上で挙げた 例 は 、 ど れ も 横線 が途切 れず に 続 く 中 で 「 う ね り 方J の 特定 の 図 案 が現 わ

れ る 場合で あ っ た 。 こ れ に 対 し 、 「 う ね り 方J の 図 案 に よ っ て は 、 単語 の 途 中 で あ っ て も
そ こ で い っ た ん横線が途切 れ る も の が い く つ か あ る 。 例 え ば、

� し_.J よ＿； y---) r 
↑ ↑  

の矢印で示 し た 部分がそ れ に あ た る 。 ア ラ ビ ア 文字で横線が途切 れ る の は こ の 4 つ （ お よ
びそ れ ら の 上 に 点がつ い た も の ） だ け で あ る •1 1 0
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(4） 繋 が り 方 に よ っ て 形が変 わ る 文字
ロ ー マ 字 の h に 置 き 換 え ら れ る ア ラ ピ ア 文字 は 複 数 あ る が、 そ の う ち l つ は 、 ①文字の

繋 が り の 先 頭 に あ る 場 合 （ _ft) ） 、 ② 中 間 に あ る 場 合 （ ＋ ） 、 ③末 尾 に あ る 場合 （ a.. ） 、
そ し て ④単 独 で脅 か れ る 場合 （ 0 ） で そ れ ぞれ形が異 な る らl o

個 々 の ジ ャ ウ ィ 文字 を 認識 し て ロ ー マ 字 に 置 き 換 え る 基本 的 な 方 法 は 以 上 の 通 り で あ
る 。 こ の 君！の 残 り の 部分で は 、 l つ の ジ ャ ウ ィ 文字 に 2 通 り 以上 の ロ ー マ 字 表記があ り う
る も の 、 お よ び連 結 の し か た に よ っ て 形が大 き く 変 わ る も の の う ち 主 な も の を 挙 げて お
く 。

① 母 音 に あ た る ジ ャ ウ イ 文字 を ロ ー マ 字 に 世 き 換 え る 際 に は 、 法則 に し た が っ て 幾通
り か の 可 能性 を 考 え な け れ ばな ら な い 。 そ の 法則 は 本稿 の 以下 の 各節 で説明 さ れ る が、
さ し あ た っ て は 、 αlif ( I ） は a に 、 伊 （ l? ） は i ま た は U二 、 wau ( ) ） は u ま た
は o に 置 き 換 え る 九

② fα （ ム ） は ロ ー マ 字表記 に し た と き に p と f の 2 つ の 可能性があ る 。 （ た だ し 、 p に す
る か f に す る か で単語の 意味が変 わ る こ と は な い。 ）

③ qα，f （ 品 ） は 主 と し て ア ラ ビ ア 語起i原の 単 語 に 用 い ら れ る 文 字 で 、 ロ ー マ字表記に
し た と き に k と q の 2 つ の可能性があ る 。 時代 が下 る に つ れ て k と す る 傾向 があ る 。

© la刑 （ J ） と αlif ( I ） が繋がる と 、 「 V J （ 前 の 文字 か ら 繋が ら な い と き ） ま た
は 「 乱 J （ 前 の 文字 か ら 繋 が る と き ） の 形 に な る 。

．練習 （ 1 )  
以 下 の練 習 問 題 で は 、 マ レ 一 語 の 単 語 を ジ ャ ウ ィ 文字 で 表 記 し た も の に つ い て 、 ロ ー

マ 字表記す る と ど う な る か を 当 て る の で は な く 、 （ 実 際 の マ レ 一 語 の 単 語 に は な い も の も
含 め て ） ロ ー マ 字表記 に す る と 何通 り の 可能 ·1主が考 え ら れ る か を 答 え て く だ さ い。

① 」＼ ② �y. ③ J'J ＠ うにu

2 . ジ ャ ウ ィ 表記と ロ ーマ字表記
前 項 で は 個 々 の ジ ャ ウ イ 文字 を ロ ー マ 字 に 置 き 換 え る 方法 を 扱 っ た が、 そ れ だ け で は ジ ヤ

ウ イ 表記 の マ レ 一 語 を 読 む こ と は で き な い 。 ジ ャ ウ ィ 表 記 と ロ ー マ 字表記 を 比 べ た 場合 、
ジ ャ ウ ィ 表記で は 一 部 の 母音が落 ち る の で 、 母音 を 補 わ な け れ ばな ら な い た め で あ る 。

ロ ー マ 字表記の マ レ 一 語で は 、 子音 （C） と 母音 （V） の 組み 合 わ せ で CV や eve な ど の 音
節が表 わ さ れ 、 こ れ ら の 音節が組み 合 わ さ っ て 単語がで き て い る 7 1 。

例 ： ma-t.a (ev-ev) 
ka-wan (CV-CVC) 
t.an-pa (CVC-CV) 
lam-bat (eve-eve) 

ジ ャ ウ イ 表記マ レ 一 語 も 、 こ れ と 同様 に ev や eve な どの音節 を 組み 合 わ せ て 単語 を 作 る 。
た だ し 、 ジ ャ ウ ィ 表記マ レ 一 語では V を 入 れ な い で表記す る 場合があ る 。 そ の た め 、 ジ ャ ウ イ
表記マ レ 一 語 を ロ ー マ 字 に 翻 字す る 際 に は 、 個 々 の 文字 を ロ ー マ 字 に 置 き 換 え る だ け で な
く 、 必要 な 場所 に 適 切 な V を 楠 わ な け れ ば な ら な い。
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例 ： Jy. b山l+n （仰CC） → b山n (CV-CVC) 

V を 補 う た め に は 、 ジ ャ ウ イ 表記 で は ど の よ う な 場合 に V が落 ち る か を 知 る 必 要 が あ る 。
そ の た め 、 本稿で は ジ ャ ウ イ 表記の 「書 き 方J を 整理 し 、 そ れ を 通 じ て 「読み方」 を 理解
す る と い う 方 法 を と る 。

マ レ ー シ ア 地域 に お け る ジ ャ ウ ィ 表記マ レ 一 語の表記方 法 は 、 な る べ く V を 落 と さ な い方
向 で （ つ ま り 、 ロ ー マ 字表記 と 近 づ け る 方 向 で ） 進 ん で き て お り 、 こ の 過程 は 現在 も 進 行
中 で あ る 。 本稿 で は 、 「 マ レ 一 語文法の 父」 と 称 さ れ る ザ ア パ に よ っ て 1930 年代 に 瞥 か れ た
ジ ャ ウ ィ 表記の指南 替 を 基礎 に 、 20 世紀の か な り の 期 間 に わ た っ て マ レ ー シ ア 地域 を 中 心
に 広 く 用 い ら れ て い た 法 則 を 扱 う 。 し た が っ て 、 本稿 に お け る 「 ジ ャ ウ ィ 表記 で は … … で
あ る J と い っ た 説明 は、 イ ン ド ネ シ ア 地域 や 1 9 世紀以前 の ジ ャ ウ ィ 文響 に つ い て は 必ず し
も あ て は ま ら な い こ と を お 断 り し て お く 。 （ こ れ ら に つ い て は で き る 限 り 注 に お い て 言 及 す
る よ う 心が け た 。 ）

II a/if ( I ) 
1 . 子音 に挟ま れた a/if
( 1 ） ロ ー マ字表記の a は 、 ジ ャ ウ イ 表記で は αtif ( I ） で表わ さ れ る 。 cvc の音節で V が a

の場合 （ 「子音 に 挟 ま れ た αliJJ の場合） に は αlif:が落 ち る 。 こ の 法則 は 、 CVCが単語の
何音節 目 に 来 て も 適用 さ れる九

例 ： ma－同n 一令 m

｝〈皇：m-bin昭g サm-bing ケJ
Sl!m-pah → sm-ph � 

αlif以外 の母音がcvcの形で落 ち る こ と は な い。 し た が っ て 、 ジ ャ ウ ィ 表記 を ロ ー マ 字
化す る よ で 、 音節 ご と に 区切 っ た 結 果 がcc と な っ た 場 合 、 cvcの形 に す る た め に ile や
u/o を 補 う こ と は な い 九

例 ： J い r削〈ーna・kan （ × ma-kin、 I刷

・練習 （2)

① � Li ② rムJ ① メムi ＠ と心 y了

(2） 二重母音 の ai お よ び‘au は、 i ま た は u が子音で あ る 場合 と 同 様 に 考 え て上 の 法則 を 適 用
す る 川。

例 ： ra-mai → ra－凶 ／ ra-me � ＼） 

pi-s剖 → pi-su / pi-so yーゾ

し た が っ て、 ジ ヤ ウ ィ 表記で音節が CV の 形 に な り 、 V がαtザ以外である 場合 に は 、 C と
V の 聞 に a を 補 う 可能性 も 考 え る 必 要があ る 川。

・練習 （3)

① Jじ ② _,J l5' ③ ＼） b .Y' © ..，；－斗
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2 . 「弱い eJ と接辞
( 1 ） ジ ヤ ウ ィ 表記では 「弱 い eJ を 表記 し な い ω 。

例 ： 厄・cil → k-cil ふぷ
be・sar → b-sr ノ市｝

ジ ャ ウ ィ 表記 に お い て CV の 形で V が落 ち る の は 「 弱 い e」 だ け で あ り 、 C が単独で あ る
場 合 、 「弱 い e」 以外 の 母音 を 補 う こ と で CV の 形 に す る こ と は な い 。

例 ： ふ与S' k cil → ke-cil （ × ka cil 、 ki-cil 、 問、 ku-cil)

eve で 「弱 い eJ が落 ち た場合、 形の 上 で は a が落 ち た も の と 区 別 で き な い こ と に 注意。

例 ： tern-pat → tm-pt Gム心 （ tampat と も 読 め る 川 ）

per-gi → 阿 Jノ主 （p叫i ま た は 阿e と も 読め る 凶 ）

「弱 い eJ を 伴 う ev は 、 通常は 第 I 音節 に 表 わ れ る ω 。 た だ し 、 第 l 音節 と 第 2 音節 と も
に 「弱 い e」 を 伴 う CV の 形 を と る 単語 も あ り 、 そ の 場合 、 eve の a が落 ち た も の と 区 別 で
き な い こ と に 注意。

例 ： n笠．監－ri

s金包－sai → s－トSi f..?」d (salsi や selsi な と守 と も 読め る ）

第 2 音節 に 「弱 い e」 を 伴 う CV が現 わ れ る 単語 も 稀 に あ る 。

例 ： men包ィi → mn-t-ri (:? ?  

ten－包－ra → tn-t-ra l_r-ょ；；

(2） 接頭辞の形 に は ev と eve があ る が、 い ずれ も 子音 は 「弱 い eJ な の で 母音 が落 ち る 。

例 ： men-de-ngar → mn-d-ngr ノ以J

b笠r-s笠－tu-ju → br-s tu-ju .?-' _f,〕 〆

接頭辞があ る と 、 ジ ャ ウ ィ 表記 で は 語頭 に 子音 だ け が並 び、 形の 上 で は eve で a が落 ち
た も の と 区 別 がで き な い の で 注 意。 ＿，. (m） 、 j (p） 、 .r ( br） 、 .） (tr） 、 s (k ） 、 d

(s） な どが語頭に並 ん だ場合、 eve で αlifが落 ち た 可能性の ほ か に 、 そ れ ら が接頭辞で あ
る 可能性 も 検討す る 必要があ る 。

．，

y
 

）

戸

4

1
 

匹
。

練
。

AV
 

② Jι五 ③ 句d 〆 © fi L., _r.' 

3 . 語頭の a/if
( 1 ） 語頭の 「 弱 い eJ

語頭の 「弱 い eJ は αlifで表記す る 。 形の 上 で は a で始 ま る 単語 と 区別 がつ か な い 。

例 ： gm-pat → am-pt � I  
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e-mas → a-ms 」.i'"'° I 

こ の 法則 は 、 接頭語 を 伴 っ た た め に :i1予の 上 で は 語頭 で な く な っ た 「弱 い e」 に も 適 用 さ
れ る 。

例 ： ber－皇・narn → br令nm 「j \J.' 

・練習 （ 5 )

① 七日 1 ② _;,o l ③ ぷt i ＠ ぷ兵！

(2） 語頭の αlif

ア ラ ビ ア 語や サ ン ス ク リ ッ ト 語 に 由 来 す る 単 語 に は 、

の αlifがa や 「弱 い eJ 以外の 母音 に な る も の があ る ω 。

例 ： iblis ♂ μ

ikhl俗 LT'")l:.:. I 

iklan Ll乱ρ 1
ikrar )_r' I 

imam 1 la l 

indah o よ」 i

i nsaf 0 し,a...i I 

insan 0 L.....、」 l

in凶n ι� I

Islam 「札 J
is民ri dノ斗，.， ＼

istiadat o )  」ニd I 

istimewa t山.：：....... 1

izin Ll ム 1

Qm bak cY-'° I 

umat L..-A I 

日mpama 「 は，. I 

ynd叫 と 心 1

Wl u よj I d r .J 

且n凶 」ーj I 

1J.ntuk J _fυ l 

yntung ケj I 

且pacara .J � 

!J.paya d 凶

ysaha o L., I 

且stお ー い J

旦S凶 J
_r0

I

山ma 「 I

ロ ー マ字表記 に し た と き に 語頭

( 1 ) 習練のめ と ま φ
。 い さ だ く て し 記表で字マ ー ロ を 文 各 の 下 以

戸町A p し �u f1 ①

. t,S ) U  t←i l, I ( � ムム3 σ l ®

ぷY' 戸 b t,S よJ Y ノダ ③ 
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m 接辞

1 . 接頭辞
( 1 ） 語形変化 し な い接頭辞 （ke－ 、 se－ 、 d i・ ）

keー は k ( S ） の み 、 se・ は s （ ・...... ） の み 、 diー は d （ ム ） の み書 く 。

例 ： 単一ba-ny此an → k-ba-nyk-n 0-'Y. ぱ
m-cin・ta → ιcin-ta いす弓；－ .) 

前 置詞 の ke と di も 、 接頭語の keー や dト と 同 じ よ う に k ま た は d のみ綴る 。

現行 の ロ ー マ 字 表 記 で は 前 置 詞 の ke や di を そ れ に 続 く 名 調 と I 文 字 分 空 け て 書 く が、
ジ ャ ウ ィ 表 記 で は ke や di に 名 詞 を 続 け て （ た だ し 、 d は 後 ろ に 繋 が ら な い 文 字 な の で
「近づけ て 」 ） 普 く 。

例 ； 担 ban-dar → k-bn-dr JぶJ

di pa-sar → d-pa-sr ノd L b  

(2） ほ と ん ど語形変化 し な い接頭辞 （ beR－、 teR－ 、 peR-)
ジ ャ ウ ィ 表記で は 「弱 い eJ を 笹： か な い た め 、 こ れらの接頭辞 は そ れ ぞれ br・ 、 炉 、 pr・

と な る 。 た だ し R が l に な る 例外 （ belajar や belayar） に 注意。

こ れ ら の 接頭辞 は 、 語幹 が r で・ は じ ま る 語 に つ く と き は R が落 ち る 。 （ た だ し 、 ジ ャ ウ イ
表記 を 読 む場 合 は br・、 任 、 prー で始 ま る の で 同 じ こ と 。 ）

br－ 、 tr－ 、 pr－ で 始 ま る 語 は 、 接頭語 beR－ 、 teR－、 peRー に よ る 派生語で ある可 能
性 が ある。 後 ろ に 子音が続 く と き は そ の ま ま 切 る が、 母 音 が続 く と き は b－ 、 t－、
Pーで切 る 可能性 も ある。

(3） 語形変化 す る 接頭辞 （meN－ 、 peN-)
諾 頭 の 文 字 に 応 じ て N の部分が変化す る 。 「弱 い eJ は 書 か な い の で 、 い ず れの場合で

も 「m + C」 「p 十 CJ で始 ま る 。

M + C ま た は p + C で始 ま る 語 は、 接頭辞 meN－ か peN－ に よ る 派生語で あ る 可 能
性があ る 。 m や p を 取 る だ け で語幹が得 ら れ る 場合 も あ る が、 さ ら に 続 く 文字 を
変 化 さ せ る 必要 が あ る 場合 も あ る 。

・練習 （6)

以 下 の 練 習 問 題 は 、 ロ ー マ 字 表記で何通 り の 可 能性がある か に 加 え て 、 その 中 か ら マ
レ 一 語 の 単 諾 と し て 意味 を 持 つ も の を 答 え て く だ さ い。 さ ら に 、 その単語が派生語で あ
る 場 合 に は語幹 も 示 し て く だ さ い 。

① �  _,::, ..:i  ② ＿；＞：－  � ③ 3よみy ＠ メお
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2 . 接尾辞
( 1 )  -nya 

ny ( O ） の み書 く 。

例 ： b山－fil'g → bu-ku-ny O 〆y 

(2) -an 
① n  （ 心 ） のみ替 く 。
② r で終 わ る 語 lニ ー加 がつ く と き は 、 r と n の 聞 に αlif を 入 れ る 。

例 ； be咽r-an → b-sr－担 。 lノーデ

③ a で終わ る 語 に －an がつ く 場合 は hαmza九 を 添 え て nun を 書 く 。 （ 以 下 、 ロ ー マ字表記
中 で は 九αmz，α九 を 「 ’ J で示す 。 ）

例 ： go-d

be-la-an －谷 b－地 心乱J

④ 「 ロ ー マ字表記 で は a で終 わ る が ジ ャ ウ イ 表記で は 語尾 の α lif を 表記 し な い 語J ［ →  
Vl の 1 ） に －an がつ く 場 合 は 、 語幹 に αlif を 添 え て か ら 上 の③の法 則 を 適 用 す る （ す な
わ ち 、 九α'l'YlZαh を 添 え て nun を 書 く ） 。

例 ： pem-bu・ka-an → pm-bu-ka'.n 0 lダ�

du-ga-an → du骨gaB. 0iS ) .)  

⑤ k で終わ る 単 語 に接尾辞の －an がつ く 場合 、 （ マ レ ー シ ア 地 域で は 20 世 紀 半 ば ご ろ ま
で ） -kan (-kn） を つ け て い た 川。

例 pa叫－an _,. pa拙也 点y LI

(3） そ の他の接尾辞
例 ： ーi （ ザ ）

・練習 （7)

・kan ( J )  
-!ah （ 心 ）
-kah ( 45' )  

① υL 糾 ② J_p:- l-o  ③ 乙� し いJ' © 41:Sl:; \S' 

IV ya （ � ） と wau ( J )  i ai 

ya は 、 eve の 形で も CV の 形で も 常 に 普 く 。

1 . 母音 に続く ya

( 1 ） 母音 に 続い て uα があ る 場合、 母音 と ya の 問 で音節 を 区切 り 、 uα は ぬ て、 は な く y と 読 む。

例 ： kaヴan → ka-yn J.. \S' 

la・州 → la-wt らが
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(2） αlif に続 く uα を i必 と 読 ま せ る に は、 αlif と uα の 聞 に 九α明Zαh を 入 れ る iη｝ 。

例 ： kain －令 ka’m ぷ LS"'

laut → la’ut ふ） ヲ

hv，
 …d

 
③
 

レ“ω ”
 

②
 

）

ぽ

8

4J

 

H
υ

 

練

①

AV
 

④ ζ J G 

2 . 語頭の ya
( 1 ） 語頭 に uα がある場・ 合 、 νe で は な く y と 読 む 。

例 ： ya-yas � 」
主主拙－tu が＿；）

(2） 語頭 の uα を i/e と 読 ま せ る た め に は 、 uα の 前 に αlif を 置 く 。 こ の αlif は 続 く 仰 が母 音 で
あ る こ と を 示す標識で あ り 、 そ れ 自 体 は 発音 さ れ な い 。

例 ： i・kan ,jえi i

Q・rang と ） ） ＼

(3） 同 じ 形 を 、 αlifの 後 で 区 切 っ て よ の 1 ( 1 ） の 法則 か ら a・r ・ － と 読 む こ と も で き る。

例 ： a-yah 4.:? I  

盆也an 0 ) 1 

・練習 （9)

① ） .）えi i ② 匂 1 ③ J ) \ © とl ) \

(2） 習練のめ と ま ．

」） '-:1 ：） 』兵J .J.川 ①

. J \y>.- ;) � I J .J兵 ＼ � ＼ ②

－ぷ孔j o）〆 が；； .）－ん ③

V hamzah （ 多 ） の用法

l . 語尾の－k
い く つ か の単語で は 、 語尾 の k を 批imzαh で表記す る 。

例 ： ro-k也 → ro-ko ・
長�））

erトci主 → an・ci' i;. f..,?与J I 

2 . 連続す る母音
( 1 ） 叫がUα や 叫がωαμ の よ う に 、 母音が続 く 場合 は 後 ろ の母音 を 子音 と 見 る ト， N の 1 ( 1 ） ） 。
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た だ し、 2 つ の 母音 の 聞 に 九αmza九 があ る 場合 に は ど ち ら も 母音 と 見 る。

例 ： ＆， L sa'ing → 回ing （臼yang は 会 い ）

(2） 母音 で終わ る 単語 に接尾辞の i がつ い た形で現 わ れ る こ と も あ る 。

例 ： mncinta’ l men-cin- ta-i (,? L.快山 （ ザ ＋ いて丹 ＋ ♂ ）

3 . 接尾辞の－an
語尾 の αlif-hαmzαルηuπ は 、 αlif ま で‘ の 語幹 に 接尾 辞の －an がつ い た も の 卜・ 田 の 2 (2) 

③］ 。
例 ： go-da-an ー 伊仙 0 f.:i ＿，了 （ 心 ＋ b .J了 ）

.練習 （ 1 0)

① 早_,5"" _,J ＠ ザ b ③ （，？ 旬メω © 0� 

4 . 接頭辞＋ a/if 
( 1 ） αlifで始 ま る 語 に se や ke な どの指頭辞がつ く と き は 、 αlザ に 九amzα九 を つ け る 。

例 ： se + ikat → ぼi-kt 斗ぷτレ （ μぷ，. 1 ＋ 戸 ）

※ 語頭 に sa＇，や ka＇ の 形があ る 場 合、 九α明Zα九 を αlifの 前 に 移 し て s’ ＋ αlifや k ’＋ αlifの 形 に
し て 、 s’ や k’ を接頭辞、 αlif以下 を 語幹 と 考 え る と 捉 え や す い。

例 ： ιぷ」 レ ばikt → 州kt → se-i-kat に ふ I ＋ 戸 ）
� 

（，？ 心 L.,.., sa 'nd i → s’
叩d i → se-anイiai ( （，？ 心 i 十 戸 ）

(2) orang や ekor な ど一 部の詩で は、 接頭辞se がつ く 場合 に 語幹の先頭 の αlifが落 ち て 後 ろ
に 繋 がる 形 に な る 2111 0

例 ： se-o-rang ζJ片.，， （ ζ ）） い と は し な い ）

se e ker ）� 

・練習 （ 1 1 ) 

① d〆 f.:i ② J いで！ ぴ ③ d了レ

羽 慣用的 な表記

1 .  CV で 「弱い e」 以外の V が落ち る例
語尾がa の単語は、 以 下 の場合 に 語尾 の αlif を 落 と す。

© .JJL 

( 1 ） 語尾の 直 前 の 音節 がCV の 形で 母音がa で・ あ り 、 最終音節 の 子音が横 に 繋 が る 文字 （ た
だ し ！ と ng は 除 く ） の 場合。 別 の 言 い 方 を す れ ば、 ジ ャ ウ イ 表記で αlifの 後 に 「roda + 1, 
ng」 以外の子音 が来 て 単語が終 わ っ て い る 場合 、 ロ ー マ 字表記 に す る と き に は 末 尾 に a
を 補 う 。

例 ： sa-ya → sa-y 0, L.. 
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ma-ta → ma-t 」い

(2） 語尾 が ka ま た は ga で あ る 場合。

例 ： bu-ka → bu-k � y. 

mu-ka → mu-k � y 

ju-ga → ju-g J y>:­
me-re--ka → m-re-k 心υA
ti-ga → 叫 ふJ

2 .  eve で a/if以外が落ち る例
ωαu を 含 む音節が 2 つ続 く 単語で は 、 一方 の ωαu が落 ち る 場 合 があ る 21 ） 。

( 1 )  CV-CVC の形で は 後 ろ の ωαu が落 ち る 。

例 ： tu叫n - tu-rn 0 ） �
． ・ ．． ．．

tu-typ → tu-tp 」� y

(2) eve・eve の形で は 前 の ωαu が落 ちる。

例 ： k1J.m-pul → km・p叫 JメJ

出m-put → rm-put 」戸J

音節 に 区 切 っ て ee の 形 に な っ た場合、 eve に す る た め に は通常 αlifを fill う が、
前 後 の 音節 の V がωαu で あ る 場合 に は ωα% を 補 う 可能性 も あ る 。

こ の た め 、 ジ ャ ウ ィ 表記で は 同 じ で も ロ ー マ 字表記で は 異 な る 場 合 も あ る お）o

例 ： ど 〆 山

・練習 （ 1 2)

① 」LS' ② 心 い

3 . その他の慣用表記
。動詞

① 心 －＇＂＇ ＠ 。ぷん

a-da → a-cl コ I （ あ る ／ い る ）

O前置 詞

pa-da → p-d ム長 （ ～ に ）

ke-pa-da - k-p-d ムiS' （ 九 に ）

da-ri-pa-da → d-r-p-d よ－＇) .)  （ ～ から ）

se-per-ti → 印日 」Jん （ ～ の如 く ）
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。疑問 詞

a-pa → a-p 」j \ （何）

O指示代 名 詞

i-ni → ai-n J. I （ こ れ）

i-tu → ai-t 己－－：！ I （ そ れ／あ れ ） 加

。人折、代 名 詞

1 ・a → ai '2 1 （ そ れ ）

di-a → di zc '2 ) （彼／彼女）

。接続詞

ji-ka → j-k � （ も し ）

ser-ta → sr-t L」ーノd （ そ し て ／参加す る ）

ma-ka → rn-k � （ そ れで）

。そ の 他

I i -ma 

se-ga-la 

su-a”tu 

ke-rnu d i  an 

(5) → J i -rn � 

→ s-g-1 � （ す べ て の ）

su-a-t 以ム1_,..... （或 る ）

k-m-di-n J- ム....5' （ そ の 後 に ）

de-mi-ki-an -· d-rn-ki-n よらふ （ そ の よ う に ）

※ kemudian と demikian を 除 き 、 ジ ャ ウ ィ 表記 で は どれ も 語尾 の V が落 ち て い る が、
ら に－lah や・kah な どの接尾辞がつ く と き に は ジ ャ ウ ィ 表記で も 語尾 の V を 書 く 。

こ れ

四

(3） 習練のめと ま．

点戸 沙 ル ムァ
供 同ノふ とi L-' 1 」ノん

d _ _,... ..w 」\S' tf レ，

a的 （ ζ ／ と ） の用法

① 

② 

③ 

α仇 （ ζ ／ と ） を 伴 う 単語の ロ ー マ 字化 を 考 え る に あ た っ て 、 次 の 2 つ の 問題があ る 。
第一 に 、 単語の どの位 置 に ど う 置 か れ る か に よ っ て 、 α仰 に ロ ー マ 字 の どの文字 を 当 て る

かが異 な る 。 （ 1 ） 語頭 に 置 か れ た 場合 、 （2） 子音 に 続 く 場 合 、 （3） 最終音節 に 置 かれ た場合 で
そ れ ぞれ異 な り 、 ま た 、 そ れ ぞれ の 場合 に つ い て①α仰 が単独で用 い ら れ る か②後 ろ に αlif

を 伴 う か で も 異 な る た め 、 α仰 の 用 法 を 整理す る に は 6 通 り の場合分 けが必要 に な る 。
第二 に 、 ωη を 伴 う 単 語 の ほ と ん どが ア ラ ビ ア 諾起源 の も の で あ り 、 原 語表記 に 従 っ て a
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以外 の 母 音が落 ち て い る も の も あ る た め 、 下 の 例 の （ 1 ） の②の alam と al im の よ う に 、 ロ ー

マ 字 表 記 で は 異 な る け れ ど ジ ャ ウ ィ 表記で は 同 じ に な る も の が生 じ る 。 ジ ャ ウ ィ 表記 は 現
在 ま で な る べ く 母音 を 補 う 方 向 に 進 ん で き た が 、 α仇 を 伴 う 単語 に つ い て は 、 ア ラ ピ ア 語の
表記 を な る べ く そ の ま ま 用 い よ う と す る 意識が強 く 働 く た め か 、 原 語表記に忠実 な 表記 法
も 依 然、 と し て 残 っ て お り 、 母 音 の 表記法 の 時代差 ・ 地域差 ・ 個 人差 に よ る 揺 れが比 較 的 大
き い よ う に 思 わ れ る 判。

第二 の 問題 は本稿で扱 う 範囲 を 超 え て い る た め 、 こ こ で は 第 一 の 問題 と し て 挙 げた そ れ ぞ
れの場合 に つ い て 、 α仰 が どの よ う に ロ ー マ字化 さ れ る か の 例 を 挙 げる こ と に す る 。

な お 、 α仰 は 、 前 の 文字 か ら 繋が ら な い場 合 （ ζ ） と 、 前の文字か ら 繋が る 場合 （ と ）
で形が異 な る こ と に 注意。

( 1 ） 語頭 に 置 か れ た場合
① 語頭 の Mη （ ．ρ ） は 、 単語に よ っ て a、 i 、 U の い ず れ か を あ て る 。

例 ： ;,i,dat ふ斗長 11:lam （＂＂ι 

;,i,mal � Arab 〕Y
鈴k釘 ふJ ibadat 心 �

iba叫 ん 」ρ ilmu 伴
ιlama 品 いk 11mum 「rs-
旦mur ノ晶玉ユ :l{,) 11ns町 �ニ

② 語頭 の α仰ーαlif ( � ） は 、 ほ と ん どの場合 、 α仰 と αlif を 合 わ せ て a を あ て る 。

例 ： ;,i,dat o .:> 』 呈di ] J .：＞ 』

呈Lam r-1 』 到im 戸 』
!!ID 「 Lρ 畠rif 」＿；） 与

a,syik dふ Lρ

例外 ： i)mu 戸 』

(2） 子音 に続 く 場合
① 子音 に 続 く Mη （ と ） は 、 ほ と ん とやの場合ak を あ て る 。

例 ： d遮wa I＿，.長主 魁bir � 

地l凶 J心 凶if 」.Ji..?. _r-J

m誌！um 「少A
makna じu

y些ni �

例外 ： K盟国h ～,S"

m遮mur ）.）－品えA

r挫yat 孔ヶ勺

② 子音 に続 く ωルαtザ （ lit.. ） は 、 多 く の場合aa を あ て る 。

例 ： f組l J 凶 m辿f －－－＇ �  
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例外 ： d� 』.）

(3） 最終音節 の場合
① 語尾 の ωη （ と ） は k を あ て る 。

例 ： ruj叱 ζY. .J 蜘a主 ケ」ク

② 最終音節 で後 ろ に 子音 を 伴 う α仰 （ ム ） は 、 a を あ て る こ と が多 い 。

例 ： sa1;1,t 礼五ユ L., tabiQ,t え九日b

一ω

グ

凶

相

文献案内
Belα.jar Tulisαn Jαwi. (Abdul Raz必＜ Abdul Hamid, Haji & Mokhtar Mohd. Dom, Haji. Kuala 

L凶npm: Penerbit Fajar Bakti. 1 992 ( 1977).) 
［ 英語 と マ レ 一 語 に よ る ジ ャ ウ ィ 表記の 書 き 方 と 読み方の 入 門 瞥。 説 明 が丁寧 で 、 練
習 問 題 も 充 実 し て お り 、 初心者の独習 に 最適 。 用 い ら れ て い る 法則 は 本 稿 で 扱 っ た 法
則 と ほ ぼ同 じ だが、 α仰 の 用 法 な ど、 い く つ か の 重要 な 項 目 の 説 明 が な い 。 ］

Pedomαn E舟αn Jαwi Bαhasα Mele叩＂· (Ismail bin Dahaman & Manshoor b凶 Haji Ahmad 
(eds.) . Kuala Lumpur: Dewan Bahasa dan Pustaka 1 996.) 
[ 1 984 年 の研究大会 に 基づ い て ジ ャ ウ ィ 表記検討作 業 委 員 会 が出 版 し 、 ジ ャ ウ ィ 表記
の 新 た な指針 と し て 参照 さ れ た Pedoman Ejα仰 Jα切 uαng Disempurnαkan ( 1986 
年発行） の 新訂版。 1 99 1 ～ 95 年 に 行 わ れ た ジ ヤ ウ ィ 表記 に 閲 す る 研究会議の結果 を 受
け て 改訂 し た も の 。 ジ ャ ウ ィ 表記 の 法則 を 1 9 の 項 目 に 分 け て 説明 し 、 外来語の 表記法
や慣用 表記 な と 、 BelαJar Tulisαn Jαwi で詳 し く 扱 わ れ て い な い も の を 多 く 取 り 上 げ
て い る 。 練習 問題 は な い o -ai の a や CuCuC の U を 落 と さ な い で表記す る 。 ］

DαβαT KαLα Bα九αsα Melα.yiι （Dewan Bahasa dan Pustaka. Kuala Lumpm: Dewan Bahasa dan 
Pustaka. 2001 . )  
［ ロ ー マ 字 → 発 音 記号→ ジ ャ ウ イ 表 記 の 対照 表 。 上 下 2 巻 に 基 語 1 8 , 400 語 、 派 生 語
26,600 語 を 収録。 上巻 の 冒 頭部分で は 、 Pe，山市an Ejααn Jαwi Bα加sa Melα仰 に若干
の修正 を 加 え た も の が ジ ヤ ウ ィ 表記 の 説明 と し て 掲載 さ れ て い る 。 ］

Pelit，α Bαhasα Melα.yu, PenggαL I-Ill. (Zainal Abidin bin Ahmad (Za ’ba). Kuala Lumpur: 
Dewan Bahasa dan Pus回ka 2001 ( 1941).  edisi baharu.) 
e rマ レ 一 語文法 の 父 」 と 称 さ れ る ザ ア パ に よ る マ レ 一 語の綴 り 方指南苦 （ 1 94 1 年発行）
の復刻版 （ 全 3 巻 ） 。 も と は ザ ア パが 1930 年代 に執筆 し た マ レ 一 語の表記法や作文技術
に つ い て の 記事 を 整理 し た も の 。 第 1 巻 で ジ ャ ウ ィ 表記法が整理 さ れ て い る 。 ］

Dαftαr Ejααn Rumi-Jαwi. (Dewan Bahasa dan Pustaka. Kuala Lumpm: Dewan Bahasa dan 
Pustaka. 1 999 (1988）.〕
［ザア パ に よ る Dαβαr Ejαan Melαyu Za'bα （ 1938 年 発行） を も と に 、 ジ ャ ウ イ 表記
検討作業 委 員 会 が半世紀ぶ り に 改 訂 し て 作 成 し た ロ ー マ 字→ ジ ャ ウ ィ 表記 の対照表。
冒 頭部分 に は接辞 を 中 心 と す る ジ ャ ウ ィ 表記 の 簡 単 な 説 明 が あ る が、 あ ま り 参考 に な
ら な い 。 引 の a や CuCuC の u を 落 と さ な い で表記す る 。 ］
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Perαηcαηgαη Bαhαsα· Se.f,αrα九 AksαTα Jαwi. (Ahmat Juhari Moain .  Kuala Lumpur: Dewan 
Bahasa dan P国taka. 1 996.) 

［ ジ ャ ウ ィ を 中 心 に マ レ 一 語 の 表記法 の 変遷 を 歴 史 的 に扱 っ た研究書。 時代 － 地域 と
も 仁 幅広 く デ ー タ を 集 め 、 手 際 よ く 整理 し て い る 。 マ レ ー シ ア 地域 に お け る ザ ア パ綴
り 以降 の ジ ャ ウ ィ 表記法 の 変遷 に つ い て も 触 れ ら れ て い る 。］

Sejar，α九 Per舵悦bαngαn Tulisαn Jαwi. (Hashim Haj i Musa. Kuala Lumpur: Dewan Bahasa 
dan Pustaka. 1999.) 

［ ト レ ン ガ ヌ 碑文 か ら 現在 ま で の ジ ャ ウ ィ 表 記 の 変 遷 を 扱 っ た研究書。 ］
Pαnduαn Menulis dαn Meηgejα Jαwi. (Hamdan Abdul Rahman. Kuala Lumpur: Dewan 

B油田a dan P田taka. 1 999.〕

[Pedmη：an Ejααn Jαwi Bα九ωα Melα伊4 を も と に 、 同 警 の 理解 に ほ と ん ど寄与 し な い
例 を 著者が大量 に 添 え て 膨 ら ま せ た も の 。 ］

練習 問題の解答 と 解説

・練習 （ l } 
① 2 通 り （与 え ら れ た 単語の文字 を 1 つ l つ ロ ー マ 字 に 置 き 換 え る と a + p 十 出。 し た がっ

て ロ ー マ ＋表記の可能性 は api と ape。 ）
① 4 通 り （b + u/o + k + u/o で＇ buku 、 buko 、 boko 、 boku。 ）
③ 2 通 り （1 + a +  g + i/e で lagi 、 ！age。 ）
© 2 通 り （r + i危 ＋ I + a で rela、 rila。 ）

・練習 （2)
① l 通 り （ 文字 を ロ ー マ 字 に 置 き 換 え る と t + a + h + n。 こ れ を 母音 と 子音 で表記す る

と CVCC。 こ れ を 音 節 に 区 切 る 。 ま ず V に 注 目 し て 、 eve を 1 音 節 と 見 る か ev を l 音節
と 見 る か。 〔V がa で あ り 、 eve で V がa な ら a が落 ち る の で 〕 eve の 形で は音節 に 区 切
れ な い 。 よ っ て 音節 に 区 切 る と ev-ee。 次 に 、 ee の 部 分 を 音 節 に す る に は 、 eve の V
が落 ち た も の と 考 え て 、 補 う べ き V は a。 し た が っ て a を 補 っ て ev-eae と な り 、 考 え ら
れ る の は tahan。）

② 2 通 り （s + k + s + i/e て� eeev。 音節 に 区 切 る と ee-ev。 ee の 部分 に a を 補 う と eae­
ev。 V が νe の 2 通 り で あ る こ と に 注意 し て 、 考 え ら れ る の は saksi ま た は 鉛kse。 ）

① 1 通 り （t + m + p + r で eeee。 ee-ee と 区切 り 、 そ れ ぞれ a を 補 っ て eae-eae。 ょ っ
て ぬmpar を 得 る 。 ）

＠ 2 通 り （g + u/o + n + ct + ng で＇ eveee。 ま ず V に 注 目 し て ev と 区切 る か eve と 区 切
る か。 〔① と 違 っ て V がa では な い の で eve の 可 能性 も 考 え ら れ る 。 〕 こ の 部分 を 保留 に
し た ま ま 残 り の 部 分 を 見 る と 、 ev と 区 切 れ ば残 り は eee 、 eve と 区 切 れ ば残 り は ee。
〔 I の 「表記 と 文字 の基礎」 の段階で は 〕 C の み か ら 成 る 部分 を 音節 に す る に は a を 補 っ
て eae の 形 に す る し か な く 、 C が奇数個 で は 全体 を 音節 に 区 切 る こ と がで き な い 。 よ っ
て ev・eee と は 区 切 れ ず 、 こ の 単語 を 音 節 に 区 切 る と evc..ee。 ee の部分に母音 を 補 っ
て eve-eae。 V が u/o の 2 通 り な の で 、 gundang ま た は gondang を 得 る 。 ）

4・練習 （3)
① 3 通 り （t + a + p +  i/e で ま ず tapi ま た は tape を 得 る 。 さ ら に 、 第 2 音節 は ev で V が i

の 形 な の で a を 補 う 可能性が考 え ら れ 、 こ れ に よ っ て tap創 を 得 る 。 ）
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② 3 通 り （k + a + l + u/o で kalu ま た は kalo 、 さ ら に kalau。 ）
① 3 通 り （ s + u/o + d + a +  r + a で sudara ま た は sodara 、 さ ら に 第 l 音節 で a を 補 っ て

saudara。 ）
© 3 通 り ( I + n  + t +  i/e で CCCV。 音節 に 区切 る と cc・CV で 、 第 l 音節 に a を 補 っ て CaC­

CV。 よ っ て ！anti ま た は ！ante。 さ ら に 、 第 2 音節 に a を 補 っ て lantai。 ）

・練習 （4)

① 6 通 り 、 た だ し 稀 に さ ら に 3 通 り （p + r + m + p + u/o + a +  n でccccvvc。 V に 注 目
す る と 後半部 分 は CV-VC と 切 れ る 。 前 半 の CCC の部分は 〔C-CC と 区切 っ て 、 C の 部分
は 「弱 い eJ を 補 っ て Ce と し 、 cc の部分は a ま た は 「弱 い eJ を 補 っ て CaC ま た は CeC
と し て 〕 Ce-CaC ま た は Ce-CeC と な り 、 peram ま た は perem。 後半の CV”VC の 部分 は ま ず
puan ま た は poan 、 さ ら に CV の 音節 で V が u な の で a を 補 っ て pauan。 よ っ て 、 perem­
puan 、 perempoan 、 perempauan 、 perampuan 、 perampoan 、 perampauan を 得 る 。 〔稀 で
あ る が、 前半 の CCC の 部分 を CC-C と 区 切 り 、 CeC-Ce と す る 可能性 も 考 え ら れ る 。 こ れ
を 含 め れ ばpermepuan 、 permepoan 、 permepauan の可能性 も 培 え る 。 な お 、 形 の 上 か
ら は CaιCe も あ り そ う だが 、 「弱 い e」 が 「弱 い eJ 以外 の母音の後 に 来 る こ と は な い の
で こ の 形 は 考 え な い 。 〕 ）

② 3 通 り （ p + n + t + s で、 cccc。 CC-CC と 区 切 り 、 母音 を 補 う と CeC-CaC ま た は CaC­
CaC。 〔① と 同 じ 理 由 で、 CaC-CeC は 考 え な い 。 CeC-CeC に つ い て も 、 語幹が 「弱 い eJ だ
け で evc eveの 形 に な る 単語 は 考 え な い 。 〕 よ っ て pentas ま た は pantas を 得 る 。 こ の 2
つ は ど ち ら も マ レ 一 語 で 意味 の あ る 単 語 に な っ て い る 。 ま た 、 前半部分の cc を Ce-Ce
と と っ て 、 Ce-Ce-CaC で penetas も 考 え ら れ る 。 ）

③ 6 通 り （ b + r + s + i/e + h で cccvc。 CC-CVC と 区 切 り 、 ec の 部 分 は 母 音 を 補 っ て
ber ま た は bar。 よ っ て 全体で は bersih、 berseh 、 barsih 、 barseh。 こ れ ら の う ち マ レ 一 語
で意味の あ る 単語 は beぉih。 b巴r・ がつ い て い る が接頭辞で は な く 語幹の 一部。 ま た 、 ec
の部分 を Ce-Ce と と れ ばberesih ま た は b巴reseh。 ）

© 9 通 り （b + r + s + a +  t +  u/o で＇ CCCVCV。 cc心V明CV と 区切 り 、 ccの 部分 に 母音 を 補 っ
て ber ま た は bar 、 さ ら に 第 3 音節 は CV で V が u/o な の で、 a を 補 う 可能 性 も あ り 、 sa旬 、
sato 、 satau。 よ っ て 全体で は bersatu、 bersato 、 bersatau 、 barsa旬 、 barsa旬 、 barsatauo

cc の部分 を Ce-Ce と と れ ば beresatu、 beresato、 beresatau。 ）

.練習 （5)

① 2 通 り （a + n + t +  h で、 VCCC。 音 節 に 区 切 る と VC-CC。 第 2 音節 に a を 補 っ て antah。
さ ら に 、 語頭がαlif+ C の 形 な の で αlif を 「弱 い eJ と 読 む 可能性 も 考 え ら れ、 entah を
得 る 。 ）

② 2 通 り （a + m + k で vcc。 音節 に 区 切 る と V-CC 〔VC-C で は 後半が音節 に な ら な い た
め 〕 。 よ っ て amak。 さ ら に emako )

③ 6 通 り （a + ng + k + u/o でvccv。 音 節 に 区 切 る と VC-CV。 （i ） そ の ま ま で angku ま た
は angko 、 （ i i ) CV に a を 補 っ て angkau 、 （ i i i ） 語頭 を 「弱 い e」 と 読 ん で engku ま た は
engko、 （iv） 先 の 2 つ を 組み合わせて engkau。 ）

© 2 通 り （a + ng + g +  n で vccc。 音節 に 区切 る と VC-CC。 よ っ て anggan 、 さ ら に eng­
gan。 ）
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.ま と めの練習 （ 1 ) 

① Alcu pakai baj u hijau 

② Aba昭 pandai tanam padi. 

③ Kerbau mandi dalam sung ai .  

4・練習 （6)
① 12 通 り 、 di tulis (d + t ＋ 凶o + l + i危 ＋ s でccvcvc→ C-CV-CVC。 第 l 音節 は 「弱 い eJ

を 補 う が 、 C が d な の で d i－ の 可 能性 も 考 え る 、 （ i i ） 第 2 音 節 は a を 補 う 可能性があ る 。

よ っ て 、 第 1 音 節 が ［de /di ］ の 2 通 り 、 第 2 音 節 が ［tu/to/tau ］ の 3 通 り 、 第 3 音節 が

日is/les］ の 2 通 り と な り 、 全体で は 2 X 3 × 2 = 1 2 通 り 。 辞書 を 引 く と き は 、 de－で始 ま

る 3 音節 の も の と 、 diー を 除 い た t で 始 ま る 2 音節の も の を 調べ る 。 ）
② l 通 り 、 belajar、 語幹 は ajar (b + I + a +  j + r で ccvcc→ C-CV-CC。 よ っ て belajar。 ）
③ 6 通 り 、 meri ndu 、 語幹 は rindu ( m  + r +  i必 ＋ n + d + u/o で ccvccv → C-CVC-CV。

[me] [rin/ren] [du/do/dau］ の 1 × 2 × 3 = 6 通 り 。 ）

④ I 通 り 、 pelayar、 語幹は layar (p + I + a+ y + r で ccvcc→ C-CV-CC。 ［pe] [la] [yar] 

の l 通 り 。 ）

.練習 （7)
① 1 通 り 、 bacaan 、 語幹 は baca (b + a + c ＋ け ’ ＋ n。 a ＋ ’ ＋ n , t aで終わ る 単 語 に接尾

辞－an がつ い た も の な の で 、 接尾辞ー加 を 取 り 除 く と b + a + c + a。 こ れ は CVCV → CV­

CV で ［ ba] [ca］ の l 通 り 。 ）

② 3 :im り 、 memajukan 、 maj u (m + m + a + j + ulo + k + n。 ccvcvcc→ C-CV-CV-CC。

[me] [ma] [juljo/jau] [kan ］ の 3 通 り 。 ）

③ 3 通 り 、 persam祖nnya、 語幹 は sama (p + r + s + a +  m + a ＋ ’ ＋ n  + nyo a ＋ ・ ＋ n は 語

幹 の 末尾 a と 接尾 辞－an。 よ っ て そ の 後 に あ る ny も 接尾 辞 （nya） 。 こ れ ら の接尾辞 を 取

り 除 く と p + r + s + a + m + a。 cccvcv → CC-CV-CV で 、 ［pぽ＇／par] [sa] [ma］ の 2 通 り 、

あ る い は ［pe] [re] [sa] [ma］ の 1 通 り 。 ）
© 1 通 り 、 katakanlah 、 語幹は kata ( k  + a + t + a +  k + n + I + h。 cvcvcccc→ CV-CV­

αュcc。 ［ka] [ta] [ kan] [ lah］ の l 通 り 。 ）

・練習 （8)

① 1 通 り 、 kawan ( k  + a +  u/o + n だ が 、 母 音 に 続 く u/o は w な の で k + a + w + n 。

cvcc → CV・cc で ［ka] [wan］ 。 ）

② l 通 り 、 mayat ( m  + a + i/e + t だ が 、 母音 に 続 く i危 は y な の で m + a + y ＋ じ。 cvcc
一CV CC で ［ma] [yat］ 。 ）

③ 2 通 り 、 lain ( l + a ＋ ’ ＋ i危 ＋ n だ が、 a ＋ ’ ＋ i危 は ai/e な の で I + aile + n と な り 、 cvc
の [ lain/laen］ 。 ）

© 2 通 り 、 naung (n + a ＋ ’ ＋ u!o + ng だが、 a ＋ ’ ＋ u!o l立 au/o な の で n + aulo + ng と な り 、

eve の ［naung/naong］ 。 ）

4・練習 （9)
。 4 通 り 、 ekor (a + i/e + k + u/o + r。 語頭の a + i危 は 、 （ i ) a +  y と 読 む 、 （ i i ) i ま た は e

と 読 む 、 の 可 能性 があ る 。 そ れ ぞれ の 妥 当 性 は 続 く 部分の 切 れ方 に よ る 。 （ i ） と と る と
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a + y + k 十 u/o + r で vccvc→ VC-CVC と な る が、 VC の'lfi で ay と な れ ばai と 綴 る は ず な

の で こ の 可 能 性 は 考 え な い 。 （ i i ） と と る と i/e + k + u/o + r。 vcvc→ V-CVC で ［ i /e]

[kur/kor］ 。 ）
① 3 通 り 、 ayat (a + i々 ＋ t。 （ i ） 語頭 を a + y と と る と a + y 十 t と な る の で vcc→ V-CC で

[a] [yat］ 。 （ i i ） 語頭 を i/e と と る と i/e + t と な り 、 vc で ［it/et］ 。 ）

① 3 通 り 、 awal (a + u/o + I。 （i ） 語頭 を a + w と と る と a + w + l と な る の で vcc→ V-CC

で ［a) [wal） 。 （ ii) 語頭 を u/o と と る と u/o + 1 と な り 、 vc で ［叫fol］ 。 ）

④ 2 通 り 、 ulang (a + u/o + I + ng。 （ i ） 語頭 を a + w と と る と a + w + l + ng と な る の で

vccc → vc・cc。 ① と 同 じ 理 由 か ら こ の 可 能 性 は 考 え な い 。 （ i i ） 語頭 を u/o と と る と

u/o + I +  ng と な り 、 vcc → V cc で ［u/o] [ Jang） 。 ）

・ ま と めの練習 （2)

① Pelayar bekerja di laut. 

② Empat ekor ayam d ij凶．

① Bangunannya berarah ke selatan. 

4・練習 （ 1 0)
① 6 通 り 、 pokok (p + u/o + k + u/o + ·。 語末の 九αmzah は・k な の で p + u/o + k + u/o + k。

cvcvc → CV-CVC で ［pu/po/pau) [kuk/kok） 。 ）
② 2 通 り 、 datuk ( d  + a +  t + u/o ＋ ’ は d + a +  t +  u/o + k 。 cvcvc→ CV-CVC で ［ da)

[tuk/tok） 。 ）

③ 9 通 り 、 mempunyai 、 語幹 は punya (m + m + p + u/o + ny + a ＋ ’ ＋ ileo a ＋ ’ ＋ i/e は a

で 終 わ る 単語 に 接尾辞の－i がつ い た も の 。 接尾辞 を 取 り 除 く と m + m + p + u/o + ny 十

a。 cccvcv → CC-CV-CV で ［mem/mam] [pu/po/pau] [nya］ あ る い は ［me) [ me] [pu/po/ 

pau] [nya］ 。 ）
④ l 通 り 、 belaan 、 語幹 は bela (b 十 i 十 a ＋ ’ ＋ no a 十 ’ ＋ n は 語幹 の 末 尾 a と 接尾辞の －an

な の で こ れ を 取 り 除 く と b + l + a。 CCV → C-CV で ［be] [la］ 。 ）

．練習 （ 1 1 )  
① 6 通 り 、 diaku i 、 語幹は aku (d + a ＋ ’ ＋ k + u/o 十 ’ ＋ νe。 2 つ の 九α刑制九 に つ い て 、 ま

ず d + a 十 ’ は d ’ ＋ αlif と 考 え て 、 αlifで始 ま る 単語 に接頭辞の diー ま た は 前置 詞 の di がつ

い た も の 。 u/o ＋ ’ ＋ i!e は 、 練 習 （ 1 0） の③④ と 同 じ く u/o で終 わ る 単 語 に 接 尾 辞 の・i がつ

い た も の 。 こ の 2 つ の 接 辞 を 取 り 除 く と a + k + u/o と な り 、 vcv → V -CV で ［ a ]

[ku/k o/kau］ の 3 通 り 。 d ’ の 部 分 は 接頭語 と 前 置 詞 の 2 通 り あ る と 考 え て 、 全体 で 6 通

り 。 ）
② 4 通 り 、 keimanan 、 語幹は iman (k + a ＋ ’ ＋ ぬ ＋ m + a + n + n。 k + a ＋ ’ は ど ＋ αlif

と 考 え て k ’ の 部分 を 取 り 除 く と a + i/e + m + n + n 。 （ i ） 語 頭 を a + y と と れ ばa + y +

m + a + n + n と な り 、 練 習 （9） の① と 同 じ 理 由 で こ の 可 能性 は 考 え な い 。 （ii） 語頭 を ぬ
と と れ ば i/e + m + a + n 十 n と な り 、 VCVCC-• V-CV-CC で ［ i/e] [ma] [nan］ 。 k・ の 部分

は 2 通 り 。 ）
③ 2 通 り 、 s悶gak 、 語幹 は agak (s + a ＋ ’ ＋ g + k。 s + a ＋ ’ は s’

＋ alif と 考 え て s’ の部分 を

取 り 除 く と a + g + k と な り 、 vcc → V-CC。 語頭の αlif：が 「弱 い eJ と も 読 め る こ と に 注

意 し て ［a/e] [gak］ 。 s’ は 接頭辞 し か な い の で l 通 り 。 ）
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© 2 通 り 、 seolah 、 語幹は olah (s 十 a 十 ’ ＋ u/o + l 十 ho S
’ の 部分 を 取 り 除 く と a + u/o + 

l + h。 （ i ） 語頭 を a + w と と れ ばa + w + l 十 h と な り 、 練 習 （9） の① と 同 じ 理 由 で こ の 可
能 性 は 考 え な い 。 （ i i ） 語 頭 を u/o と と れ ば u/o + I +  h と な り 、 vcc → V ・cc で ［ u/o ]
[ !ah］ 。 ）

．練習 （ 1 2)
① l 通 り 、 kata (k + a +  t だ が、 αtザの 後 に 「roda + 1, ng」 以外の子音で終わ っ て い る

の で末尾 に a を 補 う 。 ）
② 1 通 り 、 mana (m + a + n。 ① と 同 じ く 末尾 に a を 補 う 。 ）
③ 7 通 り 、 puluh ( p  + u/o + I + h。 cvcc → CV-CC。 cc に は a を 補 う が 、 そ の 前 の V が

u/o な の で u/o を 補 う 可 能性 も 考 え て 、 ［ pu/po ] [ lah/luh/loh ］ 。 ま た 、 CV は a を 補 っ て
pau の 可 能性 も あ る の で ［ pu/po/pau] [!ah］ 。 〔CV に a を 補 っ た 場 合 、 全体 で、 CaC-CC の 形
と な る の で cc に u/o を 補 う こ と は な い 。 〕 ）

© 10 通 り 、 sungguh ( s  + ng + g + u/o + h。 cccvc→ CC-CVC。 cc に は a ま た は 「弱 い e」
を 補 う 。 そ の 後 の V が u/o な の で ulo を 楠 う 可 能性 も 考－ え て 、 ［sang/seng/sung/song]
[guh/goh ］ 。 ま た 、 ［se] [nge] [guh/goh］ 。 ）

4・ ま と めの練習 （3)
① Jika 回l油 tolong tunjukl 
⑦ Seperti apa yang dipercayai .  
③ Saya kat怠 kepada me附＜a

註

1 ） 本稿で は 、 マ レ ー ・ イ ス ラ ム 圏 の う ち 1 960 年代初頭の マ レ ー シ ア 連邦構想 の 対 象 と さ
れ た 地域 を マ レ ー シ ア 地域 と 呼ぶ。 現在 の 国 家 で 言 え ば、 マ レ ー シ ア の ほ か に シ ン ガ
ポ ー ル や プ Jレ ネ イ を 含 む。

2） 本稿 は 、 筆者が ジ ャ ウ ィ 文書研究 会 （事務局 ： 上智 大 学 ア ジ ア 文 化研究所 ・ 川 島緑研
究 室 ） に お い て 2001 年 か ら 2002 年 に か け て 行 っ た ジ ャ ウ イ の表記法 に 関 す る い く つ か
の 報告 を 整理 し た も の を 「 ジ ャ ウ イ 綴 り マ レ 一 語の 書 き 方 と 読み方」 と し て 『 ジ ヤ ウ イ
文書研究会 ニ ュ ー ズ レ タ ー j の 第 8 号 別 冊 （2002 年 12 月 1 日 発行 ） に 掲載 し 、 そ れ に
加筆訂正 を 行 っ た も の で あ る 。 本 稿が成 る 過程 で さ ま ざ ま な 問 題点 を 指摘 し て く だ さ
っ た 研究会 メ ン バ 一 、 と り わ け ニ ュ ー ズ レ タ ー の 原 稿 を 丁寧 に 読 ん で 不 明 な 点 を 指摘
し て く だ さ っ た 川 島緑氏 に は 、 こ の場 を 借 り て 感 謝 の 意 を 表 し た い 。 む ろ ん 、 本稿の
内容 に 対す る 一 切 の 責 任 は筆者個 人 に あ る 。

3） な お 、 以下の説明 中 で は 、 ア ラ ビ ア 文字 と ジ ャ ウ ィ 文字 の 両 方 に 当 て は ま る 場 合 に は
「 ア ラ ビ ア 文字J 、 ジ ャ ウ ィ 文 字 に つ い て の み 当 て は ま る 場 合 に は 「 ジ ャ ウ イ 文字」 と
書 く 。 そ の た め 、 I つ の 説明 中 に 「 ア ラ ピ ア 文 字 J と 「 ジ ャ ウ ィ 文字J が両 方使 わ れ
る こ と があ る が 、 「 ア ラ ビ ア 文 字」 と あ る 場 合 に は 適宜 「 ジ ャ ウ ィ 文字J と 読 み 替 え
て い た だ き た い 。

4） 例 に 挙げた 4 つ の 文字 は 、 ロ ー マ 字 に す る と 右 か ら そ れ ぞれ r、 o 、 d 、 a と な る こ と か
ら 、 後 ろ に 繋 が ら な い こ の 4 つ の 文字 を ま と め て 「 rodaJ と 呼ぶ 教本 も あ る 。 付録で
は 、 形の よ か ら こ の 4 つ を 「縦系J と 呼 び、 よ の （ 1 ） と （2） の 文字 を 「横系」 と 呼 ん で
い る 。
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5） ③ と ④ は 後 ろ に 文字が続か な い た め 、 形 の 上 か ら は 上 の （3） に 分類す る こ と も 可 能 で
あ る が、 こ れ は 文字 自 体が後 ろ に 繋 が ら な い の で は な く 、 単語の 切 れ 目 な どで後 ろ に
文 字 が繋 が ら な い 場合に③ ま た は④の 形 を と る こ と 、 ま た 、 接辞がつ く かつ か な い か
に よ っ て 同 じ 単語で あ り な が ら も 文字が①∞②、 ②∞③、 ④∞① と 変化す る こ と か ら 、
こ の 4 つ は （2） と （3） に 分け る の で は な く ひ と ま と め に し て 理解 さ れ る べ き も の と 考 え
る 。 付録で は こ れ ら を 「特殊系j と 呼 ん で い る 。

6） 以 下 、 「i ま た は e」 を ぬ、 ru ま た は oJ を u/o と 略 記 す る 。 例 え ばaνe と あ る 場 合 、 rai 
ま た は aeJ を 意味す る 。

7） 音節 の 区 切 り を 明 確 に す る た め 、 本 稿 で は 2 音節 以 上 か ら な る 単語 を ロ ー マ 字 表 記 す
る 際 に 音節 ご と に ハ イ フ ン で分 け て 表 わ す 。 ま た 、 本稿 で は ロ ー マ 字表記の 際 に 文字
に 下線 を 付 し た も の が登場す る が 、 こ れ は 説 明 の 便宜 の た め で あ り 、 現在 の マ レ 一 語
の ロ ー マ 字 表記で他の音 と 区 別 す る た め に文字の 上下 に線や点 を付す こ と は な い。

8) 1 音 節 の 単 語 で も α l if を 落 と し て cc の 形 に す る 。 た だ し 、 ｝ し （ bab ） 、 v° G:­
(khぉ） 、 J l>- (hal） な どの よ う に ア ラ ピ ア 語起 源 の諾誌 で も と の 表記 に αlifが入 っ て
い る も の 、 お よ び οb (dan） に つ い て は 、 αlif を 落 と さ ず に cvcの 形 に す る 。

9） た だ し 、 イ ン ド ネ シ ア 地域で は eve の形ですべ て の 母音 を 落 と す 傾 向 があ る 。 そ の た
め 、 こ こ に 挙 げた 例 で あ れ ば 、 makan だ け で な く makin な どの 可 能性 も 考 え ら れ る 。

10 ） 現在 の マ レ ー シ ア 地域 で は 、 国立言語出版局 （DBP） に よ る ジ ャ ウ イ 出 版物 な どの よ
う に 、 こ の 場合 の αlif を 落 と さ ず に 表記 し て い る も の も あ る 。

1 1 ） こ の 点 を 考慮 す る な ら ば、 練習 （ 1 ） の①～④お よ び練習 （2） の②は ロ ー マ字表記 の 可 能
性が さ ら に 増 え る こ と に な る 。

12 ） マ レ 一 語 に は 母音 が 6 種類 あ る 。 a 、 e 、 i 、 o 、 u に 加 え た も う l つ の 母音 を 本 稿 で は
「弱 い e」 と l呼ぶ。 か つ て ロ ー マ 字表記で は 文字 の上 に 記号 を つ け る こ と で e と 「弱 い eJ
を 区 別 し て い た が、 現在 で は ロ ー マ字表記上 は e と 「弱 い eJ を 区別 し な い 。

1 3） 「弱 い eJ 以外の 母音 を 含 む 音節 の 後 に 「弱 い e」 を 含 む音節 は 来 な い 。 こ の た め 、 こ
の 例 で tampet と な る 可 能性は 考 え な い。

14） さ ら に 、 E の l (2） の 法則 に よ り pergai ま た は pargai と も 読め る 。
15） 外 来 語 に li - i sme の よ う に 語尾 の 「 弱 い eJ を 伴 う も の が あ る が 、 � r---§"

(Komw1isme） の よ う に uα の 下 の点 2 つ がな い 文字で表記 す る 。
16） た だ し 、 こ こ に 挙 げ た も の で ロ ー マ 字表記 し た 場 合 に o ま た は U で 始 ま る 単語 は 、 現

在 で は ほ と ん どの 場 合 αlifの 後 に ωαu を 入 れ て 表記す る 。 ロ ー マ 字 表記で i で始 ま る
単語に つ い て も 、 一部 は αlifの 後 に uα を 入 れ て 表記す る 。

1 7） 以前 は ロ ー マ 字表 記 で も k を 入 れ て い た 。 現在で は ロ ー マ 字表記／ ジ ャ ウ イ 表 記 と も
に k を 入 れず に －an （ ジ ャ ウ ィ 表記で、は －n） を つ け る 。

1 8） こ の 項 の 法 則 は uα と ωαu に 等 し く 適 用 さ れ る た め 、 説明 中 で は uα だ け 取 り 上 げ、 例
に uα と ωαu を そ れ ぞれ挙 げ る 。

1 9 ） 上 の （ 1 ） と 見比 べ て み れ ば明 ら か な よ う に 、 こ の hαmz，α九 は 異 な る 単語 を 書 き 分 け る
際 に 非 常 に 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。 た だ し 実 際 の ジ ャ ウ ィ 文 書 で は 、 こ の
九αrnz，αh を 舎 か ず に （ 1 ） と （2） を 表記 の 上 で 区 別 し な い書 き 手 も 少 な く な い。

20） 現在 の マ レ ー シ ア 地域 で は 、 『 ウ ト ウ サ ン ・ ム ラ ユj 紙や DBP 発行 の ジ ャ ウ イ 出 版物
な どが こ の悩用 を 廃 し 、 αlif を 入 れ た 表記 を 用 い て い る 。

21） こ の 法則 は 、 母音がuα で あ る 場合 に は適 用 さ れ な い。
22） 現在 の マ レ ー シ ア 地域で は 、 『 ウ ト ウ サ ン ム ラ ユj 紙 や DBP 発行の ジ ャ ウ イ 出版物
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な どが こ の 慣用 を 廃 し 、 ωα.u を 入 れ た 表記 を 用 いている 。

23) fi \ (at.au） を itu と 読 み 間 違 え る こ と が多 い の で注意。

24） 近 年 で は 、 ωη を 伴 う 単語 も 伴 わ な い 単 語 も 等 し く 扱 い 、 な る べ く 母音 を 補 っ て ロ ー

マ字表記 と 近づけ よ う と す る 傾 向 があ る 。
25) Omar （ 人 名 ） と も 読め る 。
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( 1 ) 横系 （～に点）

(2） 縦系

横線 の み

カ ギ

前 歯

楕 円

楠 円 に 縦棒

C の 字

扇

輪

ヒ ゲ

縦棒

(3） 特殊系

付録 ： 特徴 に よ る ジ ャ ウ ィ 文字一覧

（ 点 な し ） （ 上 に 点）

ぽJ （耳目 い e) ，品ー n 
，． 

｛ 

・．． th ｛ 

」Y ny 

＿；，ー h 一〉』 kh 

- s 
．． ・ Sy ，ー，a

..-.0 s 品ρ d 

」ク じ .1 z 

五ト （ 母音） >- gh 
．・

一ι ng 

.,_ （母音） a量ー gh 
・．． ng JL 

..,0 打1 -' f (p) 

-' q (k) 

-' p 

五二 k .:s::._ g 

」

J’ r .r z 

Jテ u/o [w] Jケ V 

...l d よ dh (z) 

し a 

Jl h （先頭）

+ h （ 中 間 ）

4』 h （ 末尾） 4.... t （末尾）

h （単独）
－・

t （単独）。 色

（ 下 に 点 ）

一 b 

一 νe [y] 

一 ny － ・

」ラァ

.：＞』 C 
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